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⼤規模⾔語モデルを⽤いた神経科学論⽂からの
解剖学的神経投射の記述を抽出するための

プロンプトの考案

第８回全脳アーキテクチャシンポジウム
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BIFの⾃動抽出

現在BIF情報の抽出は⼈⼒で⾏われているが，時間がかかる
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⼤規模⾔語モデルの導⼊
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開発の現状
エージェントA

対象論文：Parkinson’sdiseaseasasystem-leveldisorder
の実行結果

取りこぼしを複数のLLMや
画像データを使って補完する
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開発の現状
エージェントB

・エージェントAで取得した各脳部位の投射情報を抽出
・定量評価を進⾏中
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開発の現状
エージェントC

対象論文：Parkinson’sdiseaseasasystem-leveldisorder
の実行結果

🤗 Taxonが取得できている

😢 Link を捏造する
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まとめ
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現在は⼈⼒で⾏っているHCDの記述を⾃動化

エージェントA︓⽂献の本⽂から脳の領域のリストを抽出

エージェントB︓脳領域間の神経投射に関連する説明を抽出

エージェントC︓論⽂からHCDに記述すべきメタ情報を抽出

今後は定量的評価を実施



付録︓全体のフレームワーク
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付録︓グラフ画像の利⽤
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